
２０１９／１１／３０ （土）事故防止資料 タイツウ運輸 代表取締役 植田伸一

「後ろ確認OK 」

「交差点確認OK 」

「逃げ場確認OK 」

「周囲の安全確認OK 」

「荷物の高さ確認OK 」

◇道内各地にブラックアイスバーン出現 峠で、橋で、カーブで、スリップ事故多発 ◇

◇急ブレーキの制動距離（40km/h) ぬれた路面：11ｍ、ブラック：70ｍ(6倍）◇

◇横断歩行者に要注意◇
■ 道路を渡る歩行者を予測！
■ うっかり・ぼんやり運転はダメ！
■ 凍結路面こそスピードダウン！

◇スリップ事故の特徴◇
○ １１～１２月は降雪後の数日間にわたり、湿潤と凍結を繰り返す
○ 乾燥路面の中に部分凍結が発生するため、運転手は急な路面変化に対応できず、スリップ事故

◆労災事故防止 トラックの荷台から･･･「墜落・転落」、「挟まれ」防止◆

○ 積み下ろし作業中の、荷台からの墜落・転落に注意しましょう
○ 鋼材、資材の積み下ろし作業中の、手・指・足のはさまれ事故に注意しましょう
○ ハウス、トイレの積み下ろし作業時の、脚立・屋根からの転落に注意しましょう

敷き鉄板の積み下ろし作業時
ユニック作業に注意しましょう

トレーラーであおり運転
トラック衝突、男性けが 容疑で運送会社社員を逮捕

被害車両に設置されていたドライブレコーダーの映像などから容疑者を特定
後方から車間距離を詰め、

急な車線変更や幅寄せをし、衝突させた
２０１９／１１／２６（火） ９：２８

高速道路で前方の大型トラックに「あおり運転」をしたとして、高速隊は２５日、自動車運転処罰法違反（危険
運転致傷）などの疑いで、大型トレーラーを運転していた運送会社社員（５２）を逮捕した。

逮捕容疑は９月１２日午後７時ごろ、佐賀県内の長崎自動車道で、５０代男性が運転する大型トラックの後方から車
間距離を詰め、急な車線変更や幅寄せをし、衝突させた。トラックは路肩のガードケーブルに衝突、男性に頸椎
の捻挫などのけがをさせた疑い。「あおったことは間違いないが、ぶつけるつもりはなかった」と容疑を一部否
認しているという。高速隊は、被害車両に設置されていたドライブレコーダーの映像などから容疑者を特定した

高所作業車を無資格で運転
高所作業車の作業床を折りたたむ際、

支柱との間に作業中だった別の男性の頭を挟み、男性は死亡
44歳男性を書類送検

◇高所作業車の積み下ろし時も、十分に注意しましょう◇
２０１９／１１／２５（月） ２３：１２

無資格で高所作業車を運転したとして、労働基準監督署は２５日、労働安全衛生法違反の疑いで、看板設置業の
男性（４４）を地検に書類送検した。送検容疑は６月、大阪府の配送センター敷地内で看板を取り外す作業をした
が、必要な資格がないのに高さ約１２メートルになる作業床がある高所作業車を運転した疑い。労基署によると
、男性は作業床を折りたたむ際、支柱との間に作業中だった別の男性（４２）の頭を挟み、男性は死亡した。男は
容疑を認めているという。

午前に帰宅途中…酒飲んで車運転
信号待ちの車に追突 39歳会社員の男現行犯逮捕
◇分かっていて・・・飲酒運転する人間を、どうやってやめさせるか？◇

◇「罰則」の強化しかないのか？◇
２０１９／１１／２４（日） ２２：１３

２４日午前１０時半すぎ、岐阜県で信号待ちをしていた車に追突しました。駆けつけた警察官が調べたところ、追
突した車を運転していた会社員の男（３９）から基準値をこえるアルコールが検出されたため、警察は酒気帯び運
転の現行犯で男を逮捕しました。容疑者は帰宅途中で、酒を飲んだ後に運転したことを認めている。


